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 論文審査の結果の要旨
 カルベンのケイ素類縁体であるケイ素二価化合物(シリレン)は一般には不安定物質であるが,石田
 君は1,1,4,4一テトラキス(トリメチルシリル)ブタン.1,4一ジイルという効果的な立体保護基を用いること
 により,はじめて,安定なジアルキルシリレンを合成することに成功した。本論文ではこのジアルキル
 シリレンの合成,構造,反応性と,新しいケイ素不飽和化合物合成への応用が記述されている。この研
 究の最大の成果はトリシラアレン骨格をもつ化合物をこのシリレンから誘導することに成功したことに
 ある。このトリシラアレンは形式的にsp一混成のケイ素原子をもつ初めての化合物であり,画期的な成果
 であるといえる。
 本論文の第1章では初めての単離可能なジアルキルシリレンの合成,単離,結晶構造解析,ZgSi-NMR,
 紫外可視吸収スペクトルの特徴,熱安定性などの詳細を明らかにした。第2章ではジアルキルシリレン
 を出発物質として,トリシラアレンの合成を行い,この化合物のもつ特異な構造化学的特徴を明らかに
 した。炭素のアレンでは中央の炭素はsp一混成をとり,アレン骨格は剛直な直線形をしているが,これと
 は全く異なり,トリシラアレンは折れ曲がっており,中央のケイ素はもはやsp一混成ではない。トリシラ
 アレン骨格は極めて柔軟であり,結晶中,低温でも,中央のケイ素は両端の2つのケイ素を結ぶ軸の周
 りで,速やかに回転しているような動的構造を有していた。第3章では安定シリレンを初めてのジアル
 キルシランチオン(ケイ素一イオウ'』.重結合化合物)合成に適用し,成功した。
 第4章から第7章までは,第1章で合成したジアルキルシリレンの反応性を検討し,不安定な短寿命
 種として知られていた反応性に加えて,新しいシリレン固有の反応性が明らかにされた。特に,第4章
 でジアルキルシリレンの励起状態の電子構造と反応性が初めて明らかにされ,第5章でジアルキルシリ
 レンの一電子還元によるアニオンラジカルの生成とESRによる構造決定がなされたことは注目に値する。
 また,第8章では安定シリレン合成法を用いて,ゲルマニウムおよびスズ二二価化合物を合成し,同じ置
 換基をもつケイ素,ゲルマニウム,スズの二価化合物の構造比較を行った。
 "、.■ヒの成果は本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有していることを示し
 ている。したがって,石田真太郎提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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